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タイマーを利用する



638 639

「Chapter 1」にて作成した「Employee」アプリケーションをクリックする。

「Employee」アプリケーションモジュールをクリックする。

メニューバーから「Module」 > 「Clone」を選択する。

出現したダイアログの「CLOSE」ボタンをクリックする。

Interfaceレイヤを開き、複製されたApplication Moduleの名前を「CloneOf 
Employee」から「Employee_19」に変更する。
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05

アプリケーションの複製を作成する

01

02

03 04

05



640 641

Logicレイヤを開き、「Actions」を右クリックし、「Add Action」を選択する。

Actionの名前を「Backup」と設定する。

Dataレイヤを開き、「Employee」Entityをドラッグする。

ファイル名、バイナリデータ、バックアップ日時を保存するための「Backup」Entityを
作る。

Dataレイヤを開き、Entitiesフォルダを右クリックし、「Add Entity」からEntityを追加
する。

作成された「Entity1」を「Backup」にリネームする。

「Backup」Entityを右クリックし、「Add Entity Attribute」を選択、を3回繰り返して
3つのAttributeを追加し、それぞれを以下の通りに名前付けする。

各Attributeのプロパティの、Data Typeを以下のように設定する。
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03

01

02

03

04

05

Backup Entityを作成する バックアップ処理を追加する

05

02 ● 03 ● 04

01

02 03
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642 643

Logicレイヤを開き、「Backup」Actionを右クリックし、「Add Local Variable」を選
択する。

「Var1」を「Backup」にリネームし、Data Typeに「Backup」と設定する。

Assignをドラッグし、以下のようにプロパティを設定する。

Backup.FileNameは、「"Backup_Employee_" + FormatShortDate(CurrDate(), "") 
+ "-" + FormatTime(CurrTime( ), "" ) + ".xlsx"」と設定する。

06

07

08
09

「Record List To Excel」をドラッグする。

Record Listプロパティに「GetEmployees.List」を設定し、Attribute Selectionプ
ロパティを以下のように設定する。
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04 05 06 08 09
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644 645

Locigレイヤを開き、「Actions」を右クリックし、「Add Action」を選択する。

Actionの名前を「Delete」と設定する。

Dataレイヤを開き、「Backup」Entityをドラッグする。

01

02

03

Dataレイヤを開き、「Backup」Entityの「CreateBackup」をドラッグする。

Sourceに、Backupを設定する。

10

11

削除処理を追加する

10

11

01 ● 02 03
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646 647

Processesレイヤを選択し、「Timers」を右クリック、「Add Timer」を選択する。

「Action」プロパティに、「(New Action)」を選択する。

作成された「Action1」をダブルクリックし、名前を「HouseKeeping」に変更する。

Logicレイヤに移動しているので、「Backup」Actionと「Delete」Actionをそれぞれ
ドラッグする。

01
02
03

04

ツールボックスから「For Each」をドラッグし、「Record List」プロパティに「Get 
Backups.List」を設定する。

ツールボックスから「If」をドラッグし、For EachからCycle矢印の線を引き、
Conditionに「GetBackups.List.Current.Backup.CreatedAt < AddDays (Curr 
Date( ), -5)」と設定する。

Dataレイヤを選択し、「Backup」Entityにある「DeleteBackup」をドラッグし、Id
プロパティに「GetBackups.List.Current.Backup.Id」と設定する。

フローとプロパティが以下のようになっていることを確認する。

04

05

06

07

Timerを追加する

04 ● 05 ● 06 ● 07

01 02
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648 649

Interfaceレイヤを開き、MainFlowを開く。

Dataレイヤを開き、「Backup」Entityをドラッグする。

Interfaceレイヤを開き、「Backups」を右クリックし、「Add Screen Action」を選択する。

01
02

03

05

07

06

Processesレイヤを開き、「HouseKeeping」を選択する。

「Schedule」プロパティの右端にある、「Schedule Editor」をクリックする。

Occursに「Daily」を、Timeに「00:00」を設定する。

05
06
07

ダウンロードページを作成する

0302
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650 651

「Backups」をダブルクリックし、一覧画面を開く。

「FileName」Expressionを右クリックし、「Link to」 > 「Download」を選択する。

LinkプロパティのBackupIdの値を「BackupTable.List.Current.Backup.Id」に設定
する。

07
08

09

Action1の名前を「Download」にリネームする。

Downloadを右クリックし、「Add Input Parameter」を選択する。

名前を「BackupId」に変更し、Data Typeが「Backup Identifier」になっていること
を確認する。

04
05
06

06

04 05 07 ● 08

09
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652 653

緑色の①ボタンをクリックし、1-Click Publishを行う。

青の矢印ボタン（Open in Browser）をクリックし、ブラウザでアプリケーションを表示
する。

Employee_19アプリケーションのログイン画面が表示されたら、管理者ユーザでログ
インする。

01

02

03

1-Click Publishを行って、アプリケーションの動作を確認する

「Download」をダブルクリックして開く。

BackupId Input Parameterをドラッグする。

ツールボックスからDownloadのアイコンをEndの上にドラッグする。

「File Name」の値を「BackupTable.List.Current.Backup.FileName」に設定し、「File 
Content」の値を「BackupTable.List.Current.Backup.Excel」に設定する。

10

11
12
13

10 11 12

13

01

02

タイマーを利用する Part 2

Chapter 19



654 655

Service Studioを開き、「eSpace_19」が表示されている状態で、「Module Manage 
ment」のアイコンをクリックし、Service Centerを表示する。

「Timers」タブを開き、HouseKeepingにチェックをつけ、「Run Now」をクリックする。

01

02

Timerを即時実行する

以下の点を確認する。

● Backupsのメニューが存在する。

● Backupsの一覧画面が表示される。
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04
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656 657

Service Studioを開き、Module Managementのアイコンをクリックし、Service Center
を表示する。

画面上部のメニューから、「Monitoring」 > 「Timers」を開く。

eSpaceを「Employee_19」で絞り込みを行い、「Filter」をクリックする。

以下の点を確認する。

● HouseKeepingの行が表示されている。

● Next Runが翌日の0時になっている。

01

02

03
04

Timerのログを確認する

ブラウザからBackupsページを開く。

以下の点を確認する。

● 新たに行が追加されている。

● ファイル名をクリックし、エクセルファイルがダウンロードできる。

● エクセルファイル内に従業員一覧が表示されている。

01
02

Timerの実行を確認する

01

02

03

02
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658 659

01

ブラウザからBackupsページを開く。

以下の点を確認する。

● 新たに行が追加されている。

● ファイル名をクリックし、エクセルファイルがダウンロードできる。

● エクセルファイル内に従業員一覧が表示されている。

01
02

Timerの実行を確認する

Timer Logに表示されている「HouseKeeping」のリンクをクリックする。

「Effective Schedule」の「Time」に数分後の時間を設定し、「Apply」をクリックする。

● Personal Environmentでは時差が9時間あるので、9時間前の時間を設定します。

● 複数の時間を設定するときは、時間の入力を半角スペースで区切ります。

01
02

Timerの実行時間を変更する

02

01

02
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660 661

Service Studioを開き、「eSpace_19」が表示されている状態で、「Module Manage 
ment」のアイコンをクリックし、Service Centerを表示する。

「Timers」タブを開き、HouseKeepingにチェックをつけ、「Deactivete」をクリックする。

● HouseKeeping行の「Next Run」が「the timer is deactivated」に設定されます。

01

02

Timerを停止する

Service Studioを開き、Module Managementのアイコンをクリックし、Service 
Centerを表示する。

画面上部のメニューから、Monitoring > Timersを開く。

eSpaceを「Employee_19」で絞り込みを行い、Filterをクリックする。

以下の点を確認する。

● HouseKeepingの行が追加されている。

● Next Runが翌日の0時から変更されている。

01

02

03
04

Timerのログを確認する
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02
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